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1．‾－：すべなし・．． 手段がない
「む ぬかずぐ ひたいを地につけて拝む
l 「まさる 他 と比べ七すぐれている

1・・由り・ 時 ．
l あらね ありません
．2．’・もたたる ・ ・．「しず くとなって落ちる．．

2 ．なりけり ”でした”の強意
5・‘：．だに さえも
6 ‘いかで． ．どうして
‘1 ただよ．テ・ ふわふわ浮いや 、る・さまよ

■■
l 布くて つ

ね く先
1 見ゆちん 見えるでしょう
2 ・たゆまず 油断しないで
・3 勝ちませる 鰯勝ちになった

．4 みつる、 あふれるばかりになる
rl

．2．

！ヽレルヤ

勝ちましけれ

”主をはめたたえよ？という

へプル帝
お勝ちになった

2 きよけさ 摘い
’2 ‘あしたに 朝に
3 よみより 苑んだ人の魂の行く所から

3 統べたもう 支配 しておられるl
4 いやさる∴ ．なおきれる
「・．．す くいのぬし・ 救い主

番毎▼・節’‥ ・無線な表現 ・．をの毒味■
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15．1

．1．

1

ふちど魯

あげる

・勝うた時に一斉にあげ古事び－・‘

の声
声を高 く出す

3 なりぬ 完成した．

3 あまつつかいと 天の使と

l ．しばし 少しの聞

1 ほこりし 日侵した

l ．もろい 外力昼対する抵抗力が乏い 、
l 二九 えヽける 負けてだめに碗る．

3 みいつ 坤の御威光・
3 1みてる ．満ちている

4 ひとや 牢屋

4 ・つながれおりし つながれていた・

・4 解きはなたれぬ 拘束を触 1れて自由にされた‾
1 よろず すべての　　　 －
l よろこべや 書びなさい

l かちませば お勝ちになったから’．r

1 はや ・速やかに‘．

1 失せはて なく・なってしまって

1 かぎ．りなし 限界がなくなった・・

2 みぎにまし 座るべき場所におられて

2 ‘妙に．・ 不思議に優れて

2 ．．生 くべし 生きなさい
3 ・明．日を特たぬ命もで 明日も分らない命敬もって
3 耐え難 く悲しかるを 耐えられなも囁地 し。いのが 、
4 のどかなり ・静かでゆったり．」のんびり．
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